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発行元：NPO法人 セルフ・サポート研究所

〒136-0071 東京都江東区亀戸3‐61‐22

Tel 03-3683-3231

―薬物依存症者をもつ家族の会【はあもにい】―

そよかぜライン（毎週・月 ＰＭ月 ＰＭ月 ＰＭ月 ＰＭ 1111：：：：00000000～～～～8888：：：：30303030）

薬物ＳＯＳ電話薬物ＳＯＳ電話薬物ＳＯＳ電話薬物ＳＯＳ電話 Tel 03-5628-252203-5628-252203-5628-252203-5628-2522

URL http://www10.ocn.ne.jp/~hamoni/

6月12日（月）

17年度はあもにい総会を開催しました。

おかげさまで誕生して、4周年になりました。
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平成１７年度 総会

６月１２日（月）

午後７時

出席者 １６名
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１７年度主な活動の報告

★昨年度の活動の中の、公公公公判判判判のののの傍傍傍傍聴聴聴聴ははははおおおおややややすすすすみみみみします。

☆月曜日 薬物ＳＯＳ電話相談 １：00～８：30

ミーティング・情報交換他

☆メッセージ活動 都立精神保健福祉センター等7か所

（直接担当者の方にお逢いしてお話しました）

☆ニューズレター季刊発行

☆外部へ体験談

都内及び千葉県等の精神保健福祉センター

☆公判傍聴 ☆フリーマーケット、バザー

☆学習・研修会 ☆当事者の施設沖縄ＧＡＩＡ訪問

☆新年、暑気、忘年会等の親睦を兼ねてミーティングその他

今今今今年年年年度度度度はははは、、、、ここここんんんんなななな活活活活動動動動をををを中中中中心心心心にににに

☆今年は、１００年ぶりに監獄法が改正されたという、薬物依

存症の家族を持った私たちにとってほんとに嬉しい画期的な年

になりました。【はあもにい】が家族の体験を通して今何を考

えて生き、受刑者に語る場面に協力させていただきました。

★基本的に、昨年度の活動を引き続き行う予定でいます。

★既に実施しました（４/22、23）、ワークショップ。

★ニューズレターやパンフレット（そよかぜライン）等を持参

して関係機関にメッセージに行きます。

★会員の方の作品展示会及び即売会

★ビデオ、ＤＶＤ鑑賞会

★はあもにい拠点作り及び回復者の就労支援

★父父父父親親親親参参参参加加加加をををを促促促促すすすすたたたためめめめにににに、、、、親親親親睦睦睦睦会会会会もももも考考考考ええええてててていいいいまままますすすす。。。。

皆様のお知恵を結集させていただけると嬉しいです。

今年は、活動の活性化目指しています
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１日目

（後2：45

～10：30）

＊ブラインドウォーク

（目隠し歩き）

＊信頼の輪

＊持ち上げ

夕食

＊タロット・紙芝居

＊お葬式

２日目

（前9：00

～後1：00）

＊声明

＊身体ほぐし

休憩

＊形容詞から連想するもの
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心心心心かかかからららら笑笑笑笑ええええてててて

楽楽楽楽ししししみみみみままままししししたたたた



薬物に関する問題で困っていませんか？ 

薬物ＳＯＳ電話（家族を対象）そよかぜライン

私たちも同じ悩みをもつ仲間です

誰にもいえないあなたの心の声を聴かせてください

毎週月曜日 午後１：００～午後８：３０ 

０３－５６２８－２５２２   秘密厳守 

はあもにい
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１、お世話になったこと

２、して差し上げたこと

３、迷惑をかけたこと

内観ワークを受けて内観ワークを受けて内観ワークを受けて内観ワークを受けて
Ｏ



家族の体験談
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専門家の講師をお招きして学習・研修会日程

有料になります。初めての方はセルフサポート（研）に連絡してください。

森野先生（弁護士） 梅野先生（松沢病院・精神科医師）

7月 10（月）18：30～20：30 24（月）19：00～21：00

8月 19（土）10：30～12：30 19（土）14：00～16：00

9月 11（月）18：30～20：00 18（月）19：00～21：00

7777月月月月11115555日日日日（（（（土土土土））））13：3 0～

１６：００

薬物依存症の家族を持ったご家

族が体験をとおして、ご自分自身

の回復と成長を、お話してくださ

います。 加藤先生・指導

有料になります。

おおおお願願願願いいいいししししまままま～～～～すすすす！

日用品等の提供品など、詳細

は202号室のポスターをご

覧ください
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生きていながら生きていながら生きていながら生きていながら、手の届かないとこ

ろに行ってしまった息子。薬物使用の

結果、再三、国立の施設に入っている。

依存症について何も知識がなく、意志

が弱いせいだと責めていた頃とは違い、

「依存症」というメカニズムを理解し

てくるに従って、いまではその息子に

同情こそしても、もう責めることはで

きなくなった私。その「依存症という

病気」が恨めしく思えるときがある。

今、息子との手紙のやり取りが唯一

の コミュニケーションだ。月一度くらい

だけれども本人に、自分が「依存症」

という自覚があるかどうかわからない。

しかし、現在正気の息子との会話（手

紙による）を楽しんでいる私がいる。

「ワールドカップ（サッカー）の試合

をリアルタイムでみた～い」

「この時代ものの読み物を読んでから、

京都散歩（父親との）をしたらよかっ

たかも」

など、ほんのわずか一、二行に書かれ

ている文章に息子の多くの心情がくみ

とれて、胸が熱くなる。無償の愛はこ

んなものじゃないだろうかと実感させ

てくれているようだ。

これは、「依存症」を理解してこれ

たから、与えられたもの。

今年の5月に、薬物依存離脱指導用教

材ができて薬物事犯の人たちに教育が

義務付けられるようになった。多少は

本人たちが自分の問題を客観視でき、

もしや自分は「依存症」かもしれない。

リハビリの必要性を感じる人も中にはい

るかもしれない。とても、画期的なこ

とがようやく始まった。息子は何を選択

するかわからない。

息子の経験息子の経験息子の経験息子の経験を通して感じたのは、勿

論、法に触れる違法の薬物を使ったこ

とについては、刑は免れない。が本人

は公判で「今度こそほんとに自分の力

でやめないと周りに申し訳ない。だか

ら施設などに行って親に負担をかけたく

ない」とでもいいたげな真剣な様子を私

は感じた。それだけにその場に、薬物

の専門家や医師がいて「依存症」によ

り、リハビリが必要だと診断されたら

どんなによかっただろうと思う。

日本の裁判日本の裁判日本の裁判日本の裁判でも、アメリカのようなド

ラッグコートが始められるのを期待し

たい。そして、依存症者が理解され、

回復していくことを支援していくこと

も再犯防止につながることを考えてほ

しい。また、声を出していきたい。

コラム 依依依依存存存存症症症症をををを理理理理解解解解ししししてててて
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